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必要なことである、 と考 えていることを論 じた。今号では、アルヴァイ
ナの更なる 「堕落」の深化を論 じる。
Nナ ッチ ャ ・キ イ ・タワラ座
エ ンデ ヴァア座が ある程度 成功 をす る ようにな り、ア ル ヴァイナが大
勢の芸 人 と接す るよ うになる と、彼女 は レイデ ィの基準 か ら外れ た女性
になった。彼女 は映画 や芸 の もた らす生活 を楽 しん だ。そ して 自分 が上
流階級 出身者 だ とい うことを忘 れて しまったが、気 にな らな くなってい
た。 ここで彼 女 は 「階級 を外 れた」(Shewasdeclassee:shehadlosther
classaltogether.:117)i)と書 か れてい るが、 この こ とは ま さ しく、彼 女










長 い 黒 い 腱 は じ っ と動 か ず 、か な り 長 め の ギ リ シ ア 的 な 綺 麗 な 鼻 は 、
同 じ く軽 い 寝 息 を 立 て て 、 口 は 閉 じ ら れ た ま ま で あ っ た 。 毛 皮 の よ う
に び っ し り と 生 え た 動 物 的 な 髪 を 彼 は 持 っ て い た 。 そ し て 黄 色 い 手 は




となる男性の動物性であ り黒さである。そ して彼の独特の美 しさである。
彼の 「黒い腱」は彼の黒 さを表 し、「ギ リシア的な鼻」 は、彼が イタリ
アのナポリ出身 ということと合わせると古代のギリシア ・ローマ神話の
異教の世界 を連想 させる。そ して 「毛皮のようにびっしりと生えた動物
的な髪」は、動物のような本能の力をな くしていない男性を感 じさせる。
チ ッチ ョは、イタリアのナポ リ出身である。彼は、ナッチャ ・キイ ・タ
ワラ座の一員であるが、この一座はアメリカインディアン名キシュイー






言葉が な く意味がない響 きであり、非人間的なもの(134)である。「非
一2一
『アルヴァイナの堕落』論
人間的」 という言葉には、物質文明が流入する以前の、 自然世界 と人間
世界が一体化 していた先史時代の意味が表われている。その頃、人間は
まだ慣習などの 「人間的」な不純物を身につけていなか ったという意味
と思われる。つま りロレンスは 「非人間的」 とい う言葉 に肯定的な意味
を込めていると思われる。ナッチャ ・キイ ・タワラ座は放浪 しながら芸
を上演 してお金 を稼いでいる人々である。ゆえに既成の社会習慣から外
れて生きている人々なのである。
この一座が ウッドハ ウスに到着 したとき、マダム ・キシュイーガンが
風邪を引いてアルヴァイナの世話になったために、アルヴァイナとチ ッ
チ ョは少 し親 しくなる。彼 は馬 と結び付けられている。彼は文明の発
達 ・進歩 というものに批判的であることが、イギリスでは馬が真に生 き
ていなくて鉄道のエンジンが生 きている(140)、という彼の言葉からう
かがえる し、この思いは作者ロレンスのものであることが分かる。 ここ
で言及 されてい る 「馬」 は、 『恋する女た ち』 の第14章の 「炭塵」
("CoalDust")という章の、汽車 におびえる馬の描写 を思い出 させる。
そこでは無機的な機械が有機的な生命を脅かす場面が迫真的に描かれて
いる。3)そしてアルヴァイナ とチ ッチ ョの間には自然 な交感が生 じる。
チッチ ョの目はアルヴァイナには、非常に 「黒 く」(dark:140)見える。
ここか らチッチ ョは、ロレンスの他の小説に登場する黒い男性、女性に
その真の自己を悟 らせる男性 として登場 していることが分かる。彼の瞳
は彼女の通常の自己(表 面的な自己)を 通 り越 して彼女が意識 していな
い自己を見ているようであった(140)。彼の目は美 しく謎めいて神秘的
であった。チッチ ョが 「神秘的」であるとい う表現 は、『羽鱗の蛇』(
ThePlumedSerpent)における ドン ・ラモンや ドン ・シプリアーノとい
うインディアンの神秘性 と関連するものであろう。4)『羽鱗の蛇』に登
場するケイ トという女主人公は、これら二人のインディアンの男性の神






ナの堕落』 においても神秘性を感 じさせるチ ッチ ョは、アルヴァイナに
とって非常 に魅力的な存在となっていることが分かる。 しか し、平凡な
女性である ミス ・ビネガーには、ナッチ ャ ・キイ ・タワラ座はこっけい
な存在にしか思われず、彼女がそのようなコメントを言 うとアルヴァイ
ナは激怒する。 アルヴァイナの、一座に対する真剣 さはミス ・ビネガー
に とっては 「気が狂 ってい る」(143)と言 わ しめるほ どであった。
"Lost"には 「気が狂った」 とい う意味 もあるので、ここに も"Lost"
のもう一つの意味があると考えられる。
マダムが風邪 を引いてアルヴァイナに看病 をしてもらっている間に、
マダムの話か らナ ッチャ ・キイ ・タワラ座の特徴が分かってくる。それ
は反キ リス ト教的な一座である。彼女は 「頭」 と 「心」の作用の違いを
アルヴァイナに説明する。それは、マダムにとって心の方がよ り大事で
あるということである。イギリス女性は親切であるが頭で親切であるの
であ り、心で親切ではないと言う。 しか しアルヴァイナだけは例外であ
ると言 う。 また彼女は、ウッドハウスはアルヴァイナに相応 しい環境で
はない と言 う。ここで 「頭」 とは論理的 ・精神的なものに偏 った世界を
意味 してお り、「心」 とは本能的 ・直覚的な世界 を意味 していると思わ
















である、と表現 されているので、キリス ト教文明に侵 される以前の姿を
呈示 していると言える。そ して白い囚人に惹かれる彼女は、キリス ト教
文明に毒 される運命 と言える。マダムは、現実ではキ リス ト教社会の中
で興行をして金を稼いでいるのだが、そのような自分 を頭では実際的で
あるが心は実際的でない、 と言 っている。つまり、生 きるための方策 と
してキリス ト教社会の しきた りを感受 しなければならないのだが、心は
真にキリス ト教社会に毒 されてはいないのだ、 と言いたいのだと思われ
る。彼女は髪と目が黒いのであるが、心 も 「黒い」 ことの重要性を語っ
ている。それは、黒い瞳の種族を賞賛していることか らも分かる。マダ
ムは、チッチ ョは黄色い 目であるが、黄色い目こそ最 も黒いと語る。チ
ッチ ョはイタリアとい う南方の出身であるので、彼の 目と黄色さが結び
付けられているのであろう。つまり黄色は原始の太陽の色 を表 している
と思われる。そしてアルヴァイナにとって、チ ッチ ョは黒っぽい魅力を

















からである。 また 「黒っぼ くひらめ く」 という表現にも、南方 と光のイ
メージが表われている。更に 「長い間に亘 って忘れられた文化」 という
表現か らは、キリス ト教文明が登場する以前の文明の存在を感 じさせる。
か くして、チ ッチョという男性は、キ リス ト教文明以前の要素 を備えた
男性であ り、アルヴァイナという主人公が彼 に惹かれ、結婚するという





ナ ッチャ ・キイ ・タワラ座がウッドハウスから去 り、アルヴァイナは
寂 しさを覚 えていたが、この間に父親ジェイムズが病気で亡 くなる。マ
ダム とチ ッチ ョが葬式に出席 し、アルヴァイナは葬式が終わった後、タ
ワラ座を追 っかけてチェシャーへ行 き、マ ダムにタワラ座の一員 とな り
たいことを伝え、ピアノ弾きとして加わった。彼女の名前はアレイエに
変わる。そ して何 よりも彼女はチ ッチ ョと結ばれたく、マ ダムは二人の
愛 を認めたので、二人は宿屋で私的な結婚式 を挙げる。アルヴァイナが





初夜では、アルヴァイナはチッチ ョの 「闇」 の美 しさに圧倒 され、彼
を受け入れたのであった。彼は下層階級の出身者であ り貧 しい25歳の若
者である。上流階級出身のアルヴァイナが彼に喜 んで身を捧げたことは、
「堕落」を意味す るが、作者はこの堕落 こそを賞賛 している。アルヴァ
イナは、マダムが二人の結婚を心配 し 「あなたは下へ下がるのよ」 と言
うとき、なぜ人はいつ も上昇 しなければならないのか、下降 して もいい
じゃないのか、 と思っている。つ まり、「下降」の意識こそが ロレンス
が必要と考えていることと言える。「羽鱗の蛇』で も、 メキシコの古代
の神であるケツァルコア トルは大地の中心にいる炎である蛇と大空を飛
ぶ鳥を併せ持つ神 として表現 されている。つまりケッァルコア トルは空
と大地の二道 を目指す神なのである。そ して 『アル ヴァイナの堕落』で
も、下降への意識の主題は大 きく存在 している。それは、彼女の母親や
ミス ・フロス トや父親ジェイムズが血と肉に反 した上 のみを目指す人生
を送ったのに対立する生 き方を意味 している。チ ッチ ョの正式な名前は
「フランセスコ ・マラスカ」であり、「マラスカ」 は 「生命力を下げる」
とい う意味であるとマダムは言 っているが、アルヴァイナは気に掛けな
い。「マラスカ」 というのは 「苦いチェリー」 とい う意味である。また
「毒 の入ったワイン」 であるとアルヴァイナは思 う。 しか しこの 「毒」
こそが彼女が生まれ変わるために必要なものである。 また、アルヴァイ
ナの口から、チ ッチ ョは一座の中でも一番黒い男であると述べ られてい
る。 ここにもチ ッチ ョの 「黒い男性」性が強調 されている。アルヴァイ







彼女 の 目は大 きく感情 が な く、受動 的で魂 をな くして しま
ったか の よ うな、新 たな威厳の ある受動性 を備 えてい た。
アルヴァイナは、誇 り高い女性であり非凡な女性である。その彼女が











彼 女 は 今 や シ プ リ ア ー ノ と の 結 婚 の 可 能 性 を 肯 定 で き た 。
黄 昏 に 包 ま れ た 大 地 の よ う な 完 壁 な 受 動 性 、 生 き な が ら の 死
の 状 態 で 完 全 な 実 体 の あ る 受 動 性 の 神 秘 を 得 て 自 分 を 燃 や す
こ と 。 あ あ 、 な ん と い う放'alb、な ん と い う 放 梛 、 な ん と い う
放 榔 な の だ ろ う!
『羽鱗の蛇』では、主人公であるアイルラン ド人のケイ トは、ヨーロ
ッパでの生活に倦んでメキシコへ来たが、なおも再生の可能性 を感 じら
れず に悶々 としていた ときに、 インデ ィア ンの ドン ・ラモン将軍 と ド
ン ・シプ リアーノ将軍に出会い、彼 らの唱導する異教の神であるケツァ
ルコア トルの信仰 に惹かれることによって ドン ・シプリアーノと結婚 を
して再生を果た してゆ くのである。 この場合、二人の性愛においてケイ
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レンスの小説 における主題の転換期 を示 していると思われる。マ イケ
ル ・ベルもこの点に関 して述べている。6)そして彼女が 「魂 を失ったか
のように」 という表現に 「堕落」の重要な意味が込められている。アル




彼 女 の 魂 は 、 彼 の 腕 の 中 で ロ申 き死 ん だ よ う に 感 じ た 。 そ し
て 彼 は 燃 え る 石 炭 の よ う な 情 熱 的 な や り方 で か の 女 に キ ス を
し た 。
この引用では、「燃 える石炭」という言葉に注意 したい。『息子 と恋人』
(SonsandLovers)で、ポールが ミリアムに、松の木の内部の目に見 え
ない燃える火に注意をしてごらん、と言ったが7}ミリアムは気がつか
なかった。 しか しアルヴァイナは、まさしく 「燃える火」 を身を以 って
体験 したのである。そ して 「燃 える石炭」は、 また大地の内部の火であ
り、下降への意識を表 している。これは、女性にとっての最高の男性の
力 という恵みなのである。チッチ ョは 「火は美 しいね」 と言うが、『羽












彼 女 は ド ア に 鍵 を 掛 け 、 床 に 脆 き 発 作 状 態 で 頭 を 膝 に つ け
て い た 。 発 作 状 態 な ぜ な ら彼 女 は 彼 を 愛 して い た か ら で
あ る 。 そ れ は 歓 び よ り も苦 痛 、 苦 悩 に ず っ と似 て い た 。 彼 女
は 耐 え ら れ な い 感 情 の 発 作 状 態 で 体 を 前 と後 に 揺 す っ た 。 な
ぜ な ら 彼 女 は 彼 を 愛 し て い た か ら で あ る 。
六
床 に膝 まつ くア ルヴ ァイナ は、愛す る男性 の ためには屈辱 を感 じは し
ない。 「発 作」 状 態 に駆 られ て体 を揺す る彼女 は、 レイデ ィとい う古 い
自己 を脱 ぎ捨 てて いる と言 えるであ ろ う。
ジェ イム ズが死 んで、ア ルヴ ァイナはマ ンチ ェス ター館の整 理 のため
にウ ッ ドハ ウスへ戻 らなけれ ばな らなかった。チ ッチ ョも一緒 に出かけ
た。 ジェイムス には借 金があ ったので 、エ ンデ ヴ ァアハ ウスを畳 んで財
務整理 を終 えた後 、彼 女 には一銭 も残 ってい なか った。彼女 にはチ ッチ
ョしかいな か ったのである。 ミス ・ビネガーは、 アル ヴァイナが タワ ラ
座 と一緒 に興 行 を して回 る生活 をす る とい う決意 を聞 いて、 「あ なたは
道 を外れ た」(You'realostgirl:217)と言 い、 また メイ氏 は 「それ は売
春行為 だ」 と言 う。 ここ にも、アル ヴ ァイナの 「堕落」 の大 きな意味 が
ある と言 え よう。彼女 は、 レイデ ィか ら 「外 れた」 のであ る し、誇張 し
た言 い方で は 「売春行為」 なの であ る。 しか しここで も作 者 はア ルヴ ァ
イナの 「流 れ者」 と しての生 き方 を賞賛 しているので ある。彼女 は 「私
は道 を外 れ たい」(llikebeinglost:217)と言 っている。
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一方、チ ッチ ョは 「太陽の暖かさの、黒い底知れない何か」(211)を
備えてお り、「炎」 を持 っているのである。そ して彼の動物性は 「獣の
手」(212)という表現で も表わされてお り、アルヴァイナは、それが自






喫 している女性 を意味 している。アルヴァイナとチ ッチ ョの間には 「肉
体的な理解」(214)が存在 し、それは 「とて も温か くて健全な」(214)
ものなのである。彼女が意識の上で彼の平凡さに反発 しているとしても、
彼の謎めいた神秘性はそれを超えて魅力があ り、彼女の本性はそれに抗
うことが出来ないのであ る。彼女が レイディとして 「サ ラブレッ ド」
(243)であるとしても、彼も 「スフィンクス」(243)であ り 「サラブレ
ッ ド」(243)である。彼女には葛藤があるが、しか し最終的には、チ ッ
チ ョの力が彼女の力よりも強いのである。
アルヴァイナが タワラ座の一員 となって巡業する ようになってす ぐ
に、探偵が一座を探 っていることが分かった。それは一座 を売春奴隷商
売と疑っているためであった。アルヴァイナは、自分がいることが一座
に迷惑 をかけていると感 じ、一座から離れる決心 をす る。そ してランカ
スター教区で助産婦 をして生計を稼ぐことになる。
彼女が勤務 している病院で、彼女は ミッチェル医師 と出会 うが、彼は
彼女にプロポーズをする。彼は名士であ り裕福であるが、アルヴァイナ
には彼の尊大 さ、キ リス ト教国における成功の代名詞の ような彼になぜ





にも押 し付 ける傲慢 さのためであった。そ してアルヴァイナはタワラ座
やチ ッチ ョの ことを思うのである。
一方、チ ッチ ョは、マダムや他の座員が ヨーロッパへ去ってしまった
あとイギリス に一人残され、アルヴァイナを焦がれて彼女の居所 を探 し
当てる。彼は彼女に 「結婚 してイタリアへ一緒に来てほしい」 と熱心 に
頼み、彼女は彼の不思議な美 しさゆえに結婚するのである。彼は町を歩
いているときには、他人の目に平凡な男に映るのであるが、アルヴァイ













彼 は 非 常 に 幸 福 で 、 顔 は 本 物 の 美 し さ を 湛 え て い た 。 目 は 、
藪 の 中 に い て 遠 くか ら 見 ら れ て い る 勝 利 感 に 浸 る 幸 福 な 野 生
動 物 の よ う に 、 光 沢 を 帯 び た 秘 密 を 抱 い て 輝 い て い た 。 彼 女
に は 非 常 に 優 し く し た 。 彼 女 の 深 部 の 水 門 が 開 い た か の よ う
に 、 彼 の 優 し さ は 彼 女 を 震 え させ て 完 全 な 自 己 忘 却 へ と失 神
さ せ た 。 彼 女 は 永 遠 に 彼 の 温 か な 脈 打 つ 抱 擁 に 沈 む こ と が 出






のであ り、「動物的」 なものである。つ まり 「本能的」 という特徴があ
る。「単一的」なイギ リスの生活では得 られない南方的なものであ る。





降 りてからも歩いて1マ イルも行かなければならない山奥である。 しか
しアルヴァイナは、船で ドーヴァー海峡 を渡ったとき、イギリスが灰色
の長い棺のように見え、海に沈んで行 くように見えた。彼女は故郷 を離
れることに少 しも悲 しさや寂 しさを感 じていない。
カリファーノへ到着 してからは、そこの異教的な自然の美に圧倒 され、



















る善を凌 ぐものがある。そ してこの ような美に気がついて結ばれること
こそ、どの人間にとっても本望であるはずである。結ばれた二人には絶





カリファー ノへ到着 したアルヴァイナについては 「疑いはなかった。
アルヴァイナは消えた女であった」と書かれている。 ここに 「堕落」を
表わす もう一つの意味が読み取れる。「消 えた」 ことは常識的な価値基
準からは 「落 ちこぼれた」 という意味を表わすからである。 しか しアル


















冬 の 夕 暮 れ 以 上 に 見 事 な も の は 何 も な い で あ ろ う 。 時 々 ア
ル ヴ ァ イ ナ と パ ン ク ラ チ オ は ロ バ と 一 緒 に 遅 く戻 っ て 来 た 。
そ の 時 、 太 陽 が 沈 ん で 凍 り始 め た 険 し い 坂 を ロ バ は 用 心 深 く
歩 ん だ 。 そ し て 何 度 も何 度 も小 川 で 尻 込 み し た 。 黄 色 の 夕 闇
が 白 い 荒 れ た 川 床 に 下 り て 、 雑 木 林 と 丘 の 下 側 は 暗 く な り 、
空 で は 、 あ あ 、 近 く の 山 々 の 雪 が 紺 色 の 空 を 背 景 に して バ ラ
色 に 燃 え て い て 殆 ど耐 え ら れ な い ほ ど に 美 し か っ た 。 荒 涼 と
し て 冷 た い 谷 間 の 壮 麗 な 異 教 の 黄 昏 が 、 人 間 を 犠 牲 に す る 権
利 を 知 っ て い た 古 代 の 神 々 を 感 じ さ せ る 場 所 が ど ん な に 美 し
い か は 言 語 を 絶 し て い た 。 そ れ は ア ル ヴ ァ イ ナ の 魂 を 奪 っ た 。
彼 女 は 変 身 して 人 生 の 新 た な る 神 秘 を 見 通 せ る 能 力 を 持 っ た
か の よ う に 感 じ て い た 。 荒 々 しい 堅 さ が 心 に 入 っ て 来 た 。 人
間 の 犠 牲 を 要 求 し た 神 々 は 全 く正 し か っ た 。 普 遍 的 に 正 し か
っ た 。 唇 を 血 に 浸 し た 檸 猛 な 荒 々 し い 神 々 。 こ れ ら は 真 の 神
々 で あ っ た 。
?
?
キリス ト教の愛の神を批判するロレンスは、アルヴ ァイナの気持 ちを





いであろう。キリス ト教は 「愛」の名の下に他国へ侵略 し原住民の命を
数知れな く奪 ったのである。 また第一次世界大戦 において も 「博愛」
「正義」「自由」の名の下に多 くの無実の人間に血を流させたのである。
そ してこれは戦争に出かけた くない男性 を無理に行かせたのである。一
方ロレンスが、古代の神々を野蛮であるが 「真の神 々」 と呼ぶ時、その
神々は人間に自発的に身を捧げさせたのであ り、強制 したのではなかっ
た。人間はその美 しさに 「魂を奪われた」のである。このように人間に





の場所 を見る時、彼女がそこの美 しさばかりではなく残酷さをも感 じ取
るのは止 むを得ないことであろう。
しかしカリファーノは、日常生活は不便だが、自然の美 しさという長
所が短所 を補 って余 りある場所なのである。 しか し、戦争が近づいて き
て、 イタリアで宣戦布告が されるとチッチ ョは出征することになる。妊





くて、更に適切な環境 を探 し模索 していると思われる。この小説の結末
はオープンエ ンディングとなっている。チ ッチ ョが最終的にアメリカへ
行こうと言 っているのは、ロレンスはカリファーノが理想の場所である
とは考えていないことを示 している。そこはイギリスよりも、またヨー





以上に述べて きたように、アルヴァイナは生 まれは上流階級であ りレ
イデ ィとして生まれたのであったが、その 「道を外 れて下層階級の男性
と結婚 し」、 これによって自らの上流階級意識 を失 った と考えられるの
で常識的には 「堕落 した」 と言え(① の意味、)最後 にはカリファーノ
へ行って しまってイギリスか ら姿 を 「消 して」 しまったのである(② の
意味)。また、中流階級の ミッチェル医師 とチ ッチ ョの どちらを夫に選
ぶかを一時迷った(③の意味)が、チ ッチョに夢中になって(④の意味)、
彼 と一緒に旅回 りをして(⑤ の意味)彼 を選んだのである。これ ら5つ
の行動はアルヴァイナが生 きていた当時の社会常識では 「堕落 した」 こ
とと考えられるのであるが、ロレンスは彼女の生 き方を、彼女が 「真の
自己」を見出 して生 まれ変わるために必要であった こととして賞賛 して
いるのである。そ して彼女が結婚 した男性チッチ ョは 「黒い男性」であ
り、キリス ト教文明 とは異なった異教の官能的な世界を代表する男性で
ある。ゆえにロレンスは、『アルヴァイナの堕落』 とい う小説で、キリ
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